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１．概要（Summary） 
 水素は次世代のクリーンエネルギー源として注目されて

おり、家庭用燃料電池や燃料電池自動車など日常生活

における本格的な水素利活用が始まっている。自動車に

供給するために水素ガスを製造あるいは大量貯蔵する水

素ステーションでは、高水準の安全管理、安心・安全なシ

ステムを構築する上で、水素ガス漏れの随時モニタリング

は必須項目である。水素は、空気中の濃度が 4%以上に

なると爆発の危険性があるため、初期の水素漏れを高感

度に検出でき、且つ安価で高い信頼性を有した水素セン

サの開発が求められている。 
 そこで、白金触媒と水晶振動子を組み合わせた独自の

方式の水素センサを開発している。本センサはウェハプロ

セスにより製造可能なため大量生産に向いており、既存

センサよりも低価格・高性能を実現できる。現在、より低濃

度の水素ガスを検知するためにウェハプロセスに応用可

能な白金触媒のナノ構造化技術について基礎研究を進

めている。ここでは、水晶ウェハの加工と形成したナノ構

造化白金触媒の分析を行なった。 
 
２．実験（Experimental） 
＝使用した主な装置＝ 
スピンコーター、マスクアライナー、超純水製造装置、電

子顕微鏡 
＝実験方法＝ 

水素センサの製作プロセスでは、Au、Cr スパッタリング、

両面マスクアライナを用いたフォトリソグラフィ、電極及び

水晶ウェハのウェットエッチングなどの MEMS 技術を用

いることにより水晶振動子の形状を加工した後、ナノ構造

化白金触媒をウェハ上の対象となる電極上にのみ選択的

にメッキすることで製作した。形成したナノ構造化白金触

媒は、SEM やレーザマイクロスコープによって構造や膜

厚を評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig.1 は、選択的メッキによって成膜した白金触媒の顕

微鏡写真である。左右 2 つの電極の内、右側の電極のみ

選択的に白金触媒がメッキできていることが確認できる。

実験結果より、50μm 幅のパターンが綺麗にメッキできるこ

とがわかった。ただし、成膜条件によっては、20μm 程度

パターンが太ることが確認された。Fig.2 は、SEM により

観察したナノ構造化白金触媒の断面写真である。写真よ

り、ナノメートルオーダーの微細な粒子で構成されている

ことがわかる。 
 これらの基礎実験により、メッキによりナノ構造化白金触

媒を形成する方法は MEMS デバイスへの応用が十分可

能であることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．その他・特記事項（Others） 
 この成果の一部は、独立行政法人新エネルギー・勧業

技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果得られた

ものです。 
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